
序

　

日
下
部
吉
信
・
服
部
健
二
両
先
生
に
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
の
期
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
立
命
館
大
学
人
文
学
会
は
、
両
先
生
の
文
学
部
に

対
す
る
多
年
の
功
績
を
称
え
、
深
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、
こ
こ
に
退
職
記
念
の
論
集
を
編
ん
で
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

日
下
部
先
生
は
、
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
西
洋
哲
学
専
攻
博
士
課
程
を
一
九
七
五
年
に
単
位
取
得
退
学
さ
れ
、
一
九
七
九
年
に
本
学
文
学
部
哲
学
専

攻
の
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
九
年
に
は
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
合
わ
せ
て
三
十
三
年
と
い
う
長
い
期
間
を
本
学
の
教
育
・
研
究
・
行
政
に
力
を

尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
度
に
わ
た
る
哲
学
専
攻
の
主
任
を
は
じ
め
、
文
学
部
学
生
主
事
、
文
学
部
主
事
、
調
査
委
員
長
、
大
学
協
議
員
、
大
学

院
部
長
と
い
う
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
学
部
・
大
学
・
大
学
院
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
大
学
院
部
長
時
代
に
は
、
今
日
の
大
学
院
拡
充
・
発
展

へ
の
路
を
切
り
開
く
重
要
な
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ケ
ル
ン
大
学
ト
マ
ス
研
究
所
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
オ
リ
エ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
客
員
研
究
員

も
務
め
ら
れ
、
国
際
的
に
も
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
に
は
、『
西
洋
古
代
哲
学
史
』（
昭
和
堂
）『
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
と
主
観
性
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
な
ど
多
数
の
ご
著
書
・
共
著
が
あ
り
ま
す
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

哲
学
研
究
で
数
多
く
の
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、『
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
哲
学
者
断
片
集
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
多
数
の
翻
訳
書
も
世
に
問

わ
れ
、
古
代
哲
学
分
野
で
は
、
文
字
ど
お
り
第
一
人
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
先
生
の
ご
業
績
に
つ
い
て
は
、
本
論
集
の
「
主
要
著
書
・
論
文
目
録
」

に
詳
し
い
の
で
繰
り
返
し
ま
せ
ん
が
、
原
典
を
精
査
し
緻
密
な
思
考
に
基
づ
い
た
研
究
作
風
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
下
部
先
生
は
、沈
着
か
つ
冷
静
な
方
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
哲
学
者
に
相
応
し
い
そ
の
ご
姿
勢
は
、さ
ま
ざ
ま
な
会
議
に
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
く
際
に
は
、

大
き
な
安
心
感
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。
他
方
で
、
こ
れ
も
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
風
と
申
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
、
論
理
的
に
展
開
さ
れ
る
先
生
の
教
授
会
な
ど
で

の
ご
発
言
は
、
今
も
強
い
印
象
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
先
生
に
は
、
学
内
外
の
諸
学
会
で
の
ご
活
躍
と
と
も
に
、
今
後
と
も
引
き
続
き
わ
た
く
し
ど
も
後

進
を
ご
指
導
く
だ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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服
部
先
生
は
、
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
西
洋
哲
学
専
攻
博
士
課
程
を
一
九
七
七
年
に
単
位
取
得
退
学
さ
れ
、
一
九
八
一
年
に
本
学
文
学
部
哲
学
専
攻

の
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
一
年
に
は
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
合
わ
せ
て
三
十
一
年
と
い
う
長
い
期
間
を
本
学
の
教
育
・
研
究
・
行
政
に
力
を
尽

く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
度
に
わ
た
る
哲
学
専
攻
の
主
任
を
は
じ
め
、
文
学
部
学
生
主
事
、
文
学
部
主
事
、
文
学
部
長
・
文
学
研
究
科
長
（
学
校
法

人
立
命
館
理
事
・
評
議
員
）、
人
文
科
学
研
究
所
所
長
、
副
理
事
長
と
い
う
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
学
部
・
大
学
・
大
学
院
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
く

に
文
学
部
長
時
代
に
は
、
今
日
の
文
学
部
の
学
際
化
・
総
合
化
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
す
る
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の

客
員
研
究
員
も
務
め
ら
れ
、
国
際
的
に
も
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
な
ど
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
研
究
で
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
、
さ
ら
に
西
田
哲
学
や
京
都
学

派
の
ご
研
究
で
も
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
『
歴
史
に
お
け
る
自
然
の
論
理
』（
新
泉
社
）『
西
田
哲
学
と
左
派
の
人
た
ち
』（
こ
ぶ

し
書
房
）
な
ど
の
多
数
の
ご
著
書
に
結
実
し
て
い
る
の
は
、
本
論
集
の
「
主
要
著
書
・
論
文
目
録
」
に
見
る
と
お
り
で
す
。
ド
イ
ツ
近
代
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
日

本
の
近
代
哲
学
史
に
も
通
じ
て
い
る
幅
広
い
ご
研
究
は
刮
目
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

服
部
先
生
は
、
穏
健
な
お
人
柄
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
社
会
情
勢
全
体
を
見
通
し
た
慧
眼
の
人
と
し
て
、
学
内
行
政
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
事

に
わ
た
り
恐
縮
で
す
が
、
先
生
の
学
部
長
時
代
に
調
査
委
員
長
と
し
て
お
そ
ば
に
い
た
者
と
し
て
、
先
生
の
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
に
は
い
つ
も
驚
か
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、
立
命
館
全
体
の
舵
取
り
を
務
め
る
副
理
事
長
と
し
て
、
重
責
を
担
わ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
先
生
に
は
、
学
問
的
ご
活
躍
と
と
も
に
、

今
後
と
も
引
き
続
き
わ
た
く
し
ど
も
後
進
を
ご
指
導
く
だ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

両
先
生
に
は
、
本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
文
学
部
教
授
会
は
、
永
年
の
ご
貢
献
に
謝
意
を
表
す
る
た
め
、
来
る
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
両

先
生
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
お
贈
り
す
る
よ
う
、
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
幸
い
に
も
、
日
下
部
先
生
に
は
、
来
年
度
以
降
も
特
別
任
用
教
授
と
し
て
講

義
を
ご
担
当
い
た
だ
き
、服
部
先
生
に
は
引
き
続
き
副
理
事
長
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、わ
た
く
し
ど
も
後
進
を
見
守
り
、

文
学
部
や
人
間
研
究
学
域
へ
の
ご
助
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　

二
〇
一
二
年
二
月
一
日

立
命
館
大
学
人
文
学
会
会
長

文
学
部
長　
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